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第11号　　　平成16年 3月31日

平
成
一
六
年
度　

第
一
回　

通
常
展
示

資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

会
期　

五
月
一
八
日
（
火
）
か
ら
八
月
三
一
日
（
火
）

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
で
は
、
五
月
一

八
日
よ
り
「
通
常
展
示　

資
料
に
み
る
神

奈
川
の
歴
史
」
を
開
催
し
ま
す
。
開
館

一
一
年
目
に
入
り
、
次
の
一
〇
年
に
向
か

う
最
初
の
通
常
展
示
で
す
。

　

時
計
の
針
を
開
館
以
前
に
戻
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

当
時
知
事
職
に
あ
り
、
い
わ
ば
公
文
書

館
の
産
み
の
親
と
も
言
え
る
故
長
洲
一
二

氏
が
、
開
館
の
八
ヶ
月
ほ
ど
前
に
、
公
文

書
館
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

 

「『
公
文
書
館
』
の
役
割
は
大
き
く
い
っ

　

て
三
つ
で
す
。
第
一
に
、
県
の
公
文
書

　

や
古
文
書
、
郷
土
資
料
な
ど
の
歴
史
資

　

料
を
収
集
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ

　

を
大
切
に
保
存
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
、

　

そ
し
て
第
三
に
、
集
め
た
資
料
を
広
く

　

公
開
し
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ

　

く
と
い
う
こ
と
で
す
。･･

･

」

　

当
館
の
展
示
は
、
こ
の
三
点
を
踏
ま
え

館
所
蔵
資
料
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
れ
だ
け
多
く
の
歴
史
資
料
を
収
集
し
て

も
、
安
定
し
た
環
境
で
長
期
に
資
料
を
保

存
で
き
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な

の
で
す
。

　

さ
て
、
「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
通
常
展
示
を
開
催
す

る
の
は
五
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
館
所
蔵
資
料
に
よ
っ
て
、

「
古
代
」
「
中
世
」
「
近
世
」
「
近
現
代
」
と

い
う
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　

鎌
倉
に
幕
府
が
置
か
れ
た
頃
の
記
録
写

真
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
江
戸
の
庶
民
の
生

活
の
様
子
を
、
記
録
し
た
映
像
も
も
ち
ろ

ん
存
在
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
の
歴

史
資
料
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
こ
と
に
よ

り
、
当
時
の
情
況
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
そ
の
時
代
の
人
々
が
、
今

必
要
な
何
か
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

 

「
い
く
ら
あ
か
あ
か
と
燃
え
て
い
て
も
、

一
本
の
ろ
う
そ
く
の
灯
は
燃
え
尽
き
て
消

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
本
の
灯
で
も
、

そ
れ
が
次
の
ろ
う
そ
く
へ
、
そ
れ
が
ま
た

次
へ
と
、
次
々
に
灯
を
と
も
し
続
け
て
い

く
な
ら
ば
、
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
永
久

に
無
尽
で
あ
る
。
」

　

長
洲
氏
は
、
「
燈
燈
無
盡
」
と
い
う
言

葉
で
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る

「
灯
」
の
大
切
さ
を
し
ば
し
ば
訴
え
て
い

ま
し
た
。
古
文
書
・
公
文
書
な
ど
の
歴
史

資
料
は
、
「
灯
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
活
用
す
べ
き
素
材
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
展
示
を
ご
覧
に
な
り
、
興
味

を
持
た
れ
た
資
料
を
閲
覧
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
利
用
・
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

こ
で
感
じ
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
が
次
の

世
代
に
受
け
継
が
れ
る
「
灯
」
と
な
り
ま

す
。

 

（
参
考
資
料　

長
洲
一
二
『
燈
燈
無
盡
』
）
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上末吉村・下末吉村絵図（近世資料）

公害防止広報用ポスター (近現代資料)



平
成
一
五
年
度　

第
三
回　

企
画
展
示

戦
国
時
代
の
神
奈
川 

ー
北
条
五
代
文
書
展
ー

会
期　

一
月
一
四
日
（
水
）
～ 

三
月
一
四
日
（
日
）　

　

東
国
の
戦
国
時
代
は
、
北
条
早
雲
【
正

し
く
は
伊
勢
新
九
郎
盛
時
、
出
家
後
は
旱

雲
庵
宗
瑞
】
の
登
場
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。

　

早
雲
は
室
町
幕
府
の
重
臣
伊
勢
氏
の
出

身
で
、
姉
妹
の
北
側
殿
の
縁
で
今
川
氏
の

家
臣
と
な
り
、
駿
河
に
下
向
し
た
。
明
応

二
年
（
一
四
九
三
）
伊
豆
に
進
入
、
同
四

年
に
小
田
原
城
を
奪
い
、
伊
豆
・
相
模
両

国
の
戦
国
人
名
に
成
長
し
た
。
二
代
氏
綱

は
武
蔵
へ
の
進
出
を
め
ざ
し
、
大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
江
戸
城
を
攻
略
、
北
条
改

姓
、
虎
の
印
判
の
使
用
な
ど
、
北
条
氏
の

基
礎
を
築
い
た
。

　

三
代
氏
康
は
上
杉
謙
信
や
武
田
信
玄
と

合
戦
を
く
り
か
え
し
、
永
禄
二
年
（
一
五

五
九
）
に
は
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
を

作
成
、
内
政
に
も
意
を
そ
そ
い
だ
。
四
代

氏
政
は
常
陸
・
上
野
方
面
に
領
国
を
拡
大

す
る
が
、
畿
内
で
織
田
信
長
が
台
頭
し
、

そ
の
対
応
に
も
せ
ま
ら
れ
た
。
五
代
氏
直

は
北
条
氏
最
大
の
版
図
を
形
成
す
る
が
、

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
全
国
統
一

を
め
ざ
す
豊
臣
秀
吉
の
大
軍
を
ま
え
に
、

三
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
龍
城
戦
の
す
え
降
伏
し

た
。
北
条
氏
は
相
模
小
田
原
城
を
本
拠
に
、

五
代
、
約
一
〇
〇
年
に
わ
た
り
、
伊
豆
・

相
模
・
武
蔵
を
中
心
と
し
て
、
関
東
に
覇

を
唱
え
た
戦
国
大
名
で
あ
る
。

　

今
回
の
展
示
は
、
公
文
書
館
所
蔵
の
北

条
五
代
の
発
給
文
書
を
中
心
に
、
戦
国
時

代
の
神
奈
川
の
歴
史
を
概
観
し
た
。
（
出

典
資
料　

前
期
五
八
点　

後
期
五
七
点
）

北条氏康書状（永禄12年）12月 5日

豊前氏古文書【前期】

北条氏政書状（永禄13年）

8月 4日　山吉文書【前期】

北条家定書（天正18年）6月 1日　小幡文書【後期】

所

蔵

資

料

紹

介

『
野
毛
商
店
街
の
露
店
整
理

 

に
関
す
る
記
録
（
第
一
輯
）
』

昭
和
三
五
年
二
月　

野
毛
商
店
街
協
同

組
合　

Ｂ
５
版
八
〇
頁　

孔
版
印
刷

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
野
毛
本
通
り

と
大
岡
川
沿
い
の
野
毛
銀
座
通
り
に
残
さ

れ
た
最
後
の
露
店
整
理
の
資
料
で
す
。
本

書
は
商
店
街
側
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の

で
、
露
店
側
へ
の
撤
去
働
き
か
け
の
段
階

（
昭
和
二
七
年
～
三
一
年
）
、
県
・
市
へ
の

請
願
と
露
店
側
の
反
対
運
動
（
昭
和
三
二

年
）
、
代
替
地
斡
旋
時
期
（
昭
和
三
三
年

～
三
五
年
）
の
三
期
に
分
け
て
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
題
に
第
一
揖
と
あ
る
よ
う

に
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
の
都
橋
ビ
ル
ヘ

の
入
居
に
よ
る
決
着
ま
で
の
記
述
は
あ
り

ま
せ
ん
。
第
二
輯
は
出
版
さ
れ
た
の
か
？

当
館
を
含
め
県
立
図
書
館
や
横
浜
市
中
央

図
書
館
で
は
所
蔵
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
書
の
特
筆
す
べ
き
点
は
掲
載
資
料
の

豊
富
さ
で
す
。
請
願
文
、
市
と
の
会
見
記

録
な
ど
商
店
側
の
資
料
だ
け
で
な
く
、
露

店
側
の
新
聞
折
り
込
み
や
商
店
側
へ
の
抗

議
文
、
組
合
刷
新
同
盟
の
怪
文
書
な
ど
今

と
な
っ
て
は
個
別
入
手
不
可
能
な
も
の
が

二
一
点
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

昭
和
二
四
年
一
〇
月
の
こ
の
地
域
の
露
店

一
四
五
店
の
出
店
状
況
図
面
が
あ
り
ま
す
。

本
通
り
に
は
靴
屋
・
鞄
屋
、
銀
座
通
り
に

は
食
品
店
と
洋
服
屋
が
目
に
つ
き
ま
す
。
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平
成
一
五
年
度
ミ
ニ
展
示

　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
展
示
ケ
ー
ス
一
つ
を
使
用

し
て
行
う
こ
の
展
示
は
、
本
県
が
寄
贈
を

受
け
た
山
口
八
十
八
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
時
宜
に
適
っ
た
史
料
を
選
ん
で

釈
文
、
解
説
、
年
表
な
ど
を
つ
け
て
紹
介

し
た
も
の
で
す
。

　

一
五
年
度
は
、
坂
本
龍
馬
・
勝
海
舟
・

西
郷
隆
盛
・
毛
利
元
就
こ
の
四
人
の
手
紙

を
展
示
し
ま
し
た
。
坂
本
龍
馬
の
手
紙
に

つ
い
て
は
、
本
誌
一
〇
号
で
紹
介
し
ま
し

た
の
で
本
号
で
は
残
り
三
人
の
手
紙
を
ま

と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

勝
海
舟
書
簡
は
、
西
郷
隆
盛
絶
命
詞
の

摺
本
を
明
治
天
皇
に
見
せ
る
た
め
宮
内
次

官
吉
井
友
実
に
仲
介
の
労
を
依
頼
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
「
必
ず
天
覧
に
供

し
た
い
」
と
い
う
海
舟
の
強
い
願
望
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

西
南
戦
争
に
よ
る
西
郷
朝
敵
汚
名
か
ら
の

名
誉
回
復
が
あ
り
ま
す
。
海
舟
は
、
江
戸

開
城
時
の
西
郷
の
協
力
を
忘
れ
得
ず
、
絶

命
詞
摺
本
を
献
上
す
る
こ
と
に
よ
り
天
皇

接
近
を
図
り
名
誉
の
回
復
に
努
め
た
こ
と

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
書
簡　

明
治
四
年
一
〇
月
、

台
湾
の
南
端
で
発
生
し
た
琉
球
宮
古
島
船

員
殺
害
事
件
に
関
し
、
政
府
派
遣
樺
山
資

紀
の
報
告
書
を
同
参
議
で
あ
る
板
垣
退
助

に
転
送
し
そ
の
処
理
を
依
頼
し
た
手
紙
で

す
。

　

毛
利
元
就
書
状　

元
就
の
国
を
想
い
家

を
思
い
子
を
愛
す
る
情
熱
と
神
仏
に
対
す

る
崇
敬
の
念
と
を
教
え
諭
し
た
教
訓
状
は

有
名
な
文
書
で
す
が
、
二
男
元
春
へ
の
返

事
で
あ
る
本
書
も
出
陣
中
の
息
子
に
「
石

見
国
は
山
が
多
く
堅
固
な
の
で
危
険
な
こ

と
は
な
い
」
と
書
き
送
り
親
の
受
が
伝
わ

る
内
容
の
手
紙
で
す
。

永禄三年（1560）霜月廿七日　毛利元就書状（寸法、タテ 25.7×ヨコ 79.7）

行
政
資
料
の
紹
介

　
　

―

「
新
総
合
計
画
資
料
」―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
四
七
年
度
完
結
文
書
全
一
二
冊
）

　

当
公
文
書
館
に
は
毎
年
多
く
の
公
文
書

が
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
庁
の
各
部

局
や
出
先
機
関
で
作
ら
れ
て
い
る
公
文
書

が
、
公
文
書
館
の
も
の
に
な
り
、
一
般
の

皆
さ
ま
に
も
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
公
文
書
の
中
か
ら
、
今
回
は
、

「
新
総
合
計
画
資
料
」
全
一
二
冊
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
一
二
冊
の
簿

冊
（
公
文
書
を
ま
と
め
て
綴
じ
た
も
の
）

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
七
（
一
九

七
二
）
年
度
完
結
の
文
書
で
、
過
去
数
年

分
の
資
料
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
「
新
総
合
計
画
」
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
資
料
で
い
う
「
新

総
合
計
画
」
は
、
戦
後
五
番
目
の
総
合
計

画
を
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
を
策
定

す
る
た
め
に
、
一
つ
前
の
「
改
定
第
三
次

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
こ

の
資
料
な
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
「
人

口
と
産
業
の
集
中
に
よ
る
都
市
化
の
進
展

に
伴
い
、
『
往
み
よ
い
県
土
の
実
現
』
を

め
ざ
す
」
計
画
と
し
て
、
昭
和
四
四
（
一

九
六
九
）
年
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

「
新
総
合
計
画
資
料
」
全
一
二
冊
に
は
、

大
別
し
て
二
種
類
の
文
書
が
綴
じ
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
計
画
作
成
の
過
程
で

正
式
に
決
裁
を
受
け
た
文
書
で
す
。
「
神

奈
川
県
専
門
委
員
会
議
に
お
け
る
議
事
の

概
要
に
つ
い
て
」
や
、
「
相
模
川
流
域
下

水
道
事
業
進
絡
協
議
会
幹
事
会
」
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
計
画
作
成
過
程
で
活
用

さ
れ
た
様
々
な
文
書
で
す
。
「
酒
匂
川
水

系
各
河
川
の
水
質
試
験
調
査
報
告
書
」
や
、

「
砂
防
関
係
図
面
」
「
治
水
関
係
図
面
」
な

ど
が
こ
ち
ら
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

い
く
ら
「
閲
覧
可
能
に
な
っ
た
」
と
い

わ
れ
て
も
、
実
際
に
閲
覧
し
て
み
よ
う
と

思
わ
な
い
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
公

文
書
に
も
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。
簡
単

な
楽
し
み
方
と
し
て
は
、
地
図
や
図
面
類

な
ど
を
な
が
め
る
こ
と
。
じ
っ
く
り
み
て

い
く
と
、
当
時
か
ら
の
歴
史
的
な
変
化
が

わ
か
り
ま
す
。

　

よ
り
深
い
楽
し
み
方
と
し
て
は
、
行
政

刊
行
物
な
ど
と
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
く
方

法
も
あ
り
ま
す
。
『
第
三
次
総
合
計
画

改
訂
版
』
（
昭
和
四
四
年
九
月
発
行
）
と

合
わ
せ
て
読
み
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

県
行
政
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

新
た
な
発
見
や
現
時
点
で
の
問
題
提
起
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
当
公
文
書
館
で
公
文
書
を

お
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
一
六
年
度

年

間

行

事

案

内

※

【
展
示
の
ご
案
内
】

 

（
通
常
展
示
）

　

 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　
　

五
月
一
八
日
～
八
月
三
一
日

 

（
企
画
展
示
）

　

 

「
か
な
が
わ
の
教
育

　
　

―

復
興
期
か
ら
成
長
期
ま
で―
」

　
　

九
月
二
四
日
～
一
一
月
二
四
日

 

（
企
画
展
示
）

　

 

「
幕
末
の
神
奈
川
」

　
　

一
月
二
五
日
～
三
月
一
三
日

 

（
常
設
展
示
）

　

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
展
示
で

　

す
。
一
年
を
通
じ
て
公
文
書
館
の
資
料

　

に
よ
る
展
示
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

 

・
「
高
度
成
長
期
の
か
な
が
わ
」･･

･

広
報

　

課
撮
影
の
写
真
と
独
自
の
年
表
で
当
時

　

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

・
「
幻
の
鉄
道
」･･

･

東
京―

大
阪
間
に
敷

　

設
が
計
画
さ
れ
た
日
本
電
気
鉄
道
に
関

　

す
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。

 

・
「
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
」･･

･

事
件
の

　

概
要
と
解
決
後
に
贈
ら
れ
た
大
旆
（
飾

　

旗
）
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

 

・
「
毛
利
元
就
の
手
紙
」･･

･

二
男
元
春
に

　

宛
て
た
返
書
で
元
就
の
心
情
を
表
現
し

　

た
手
紙
で
す
。

 

・
「
西
郷
隆
盛
の
手
紙
」･･

･

板
垣
退
助
宛

　

の
琉
球
宮
古
島
船
員
殺
害
事
件
の
報
告

　

で
す
。

 
(

ミ
ニ
展
示
）

 

・
「
伊
藤
博
文
の
書
簡
」

　

五
月
一
二
日
～
六
月
三
〇
日

　

内
閣
制
度
を
創
設
し
、
自
ら
初
代
内
閣

　

総
理
大
臣
に
就
任
し
た
博
文
の
書
簡
を

　

紹
介
し
ま
す
。

 

・
「
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
」

　

七
月
一
三
日
～
八
月
三
一
日

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
絵
入
ロ
ン

　

ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
の
中
か
ら
、
横
浜
な
ど

　

日
本
各
地
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
「
吉
田
松
陰
の
日
記
」

　

九
月
一
四
日
～
一
〇
月
三
一
日

　

旅
を
実
際
の
学
問
と
み
た
松
陰
の
日
記

　

を
展
示
し
ま
す
。

 

・
「
明
治
の
布
達
」

　

一
一
月
一
二
日
～
一
二
月
二
六
日

　

布
達
と
は
現
在
の
公
報
に
あ
た
つ
も
の
で

　

す
。
布
達
か
ら
時
代
状
況
を
探
り
ま
す
。

 

・
「
徳
川
斉
昭
の
書
簡
」

　

一
月
一
二
日
～
二
月
二
七
日

　

水
戸
藩
主
で
弘
道
館
を
創
設
し
た
斉
昭

　

の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
「
月
刊
か
な
が
わ
」
原
画
紹
介

　

三
月
九
日
～
三
月
三
一
日

　

『
月
刊
か
な
が
わ
』
の
表
紙
と
し
て
、

　

土
田
邦
彦
氏
が
描
い
た
県
内
各
地
の
風

　

景
の
原
画
を
、
順
次
紹
介
し
ま
す
。

※

【
講
座
の
ご
案
内
】

　

毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
古
文
書

　

解
読
講
座
を
今
年
度
は
次
の
よ
う
に
開
催

　

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

・
中
級
講
座

　

五
月
一
六
日
～
六
月
一
三
日
の
各
日
曜

　

日
（
五
回
）

　

江
戸
時
代
の
資
料
を
中
心
に
解
読
し
、

　

歴
史
を
探
究
し
ま
す
。

 

・
上
級
講
座

　

一
〇
月
一
七
日
～
一
〇
月
三
一
日
の
各

　

日
曜
日
（
三
回
）

　

歴
史
的
事
実
の
確
認
や
時
代
背
景
を
探

　

り
ま
す
。

 

・
入
門
講
座

　

二
月
六
日
～
三
月
一
三
日
の
各
日
曜
日

　

 

（
六
回
）

　

初
め
て
近
世
文
書
を
解
読
す
る
た
め
の

　

入
門
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

 

・
一
日
講
座

　

一
二
月
五
日
（
寒
川
町
町
民
セ
ン
タ
ー
）

　

県
下
各
地
の
施
設
を
利
用
し
て
、
そ
の

　

地
域
の
歴
史
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

※
【
館
利
用
の
ご
案
内
】

 

・
開
館
時
間

　

閲
覧
室･

･
午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

　

会
議
室･

･
午
前
九
時
～
午
後
九
時
ま
で

 

・
休
館
日
）

　

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
（
月
曜
日

　

の
場
合
は
翌
日
）

　

年
末
年
始
（
一
二
月
二
八
日
か
ら
一
月

　

四
日
ま
で
）

　

＊
四
月
一
日
か
ら
四
月
一
五
日
ま
で
は

　
　

館
内
整
理
の
た
め
、
閲
覧
室
は
利
用

　
　

で
き
ま
せ
ん
。

 

・
利
用
の
仕
方

　

閲
覧
室･

･

閲
覧
室
の
資
料
は
自
由
に
閲

　

覧
で
き
ま
す
。
学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

　

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

（
三
九
席)

　

会
議
室･･

一
般
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

（
有
料
）

 

・
交
通
の
ご
案
内

　

（
電
車
の
場
合
）

　

相
鉄
線 

｢

二
俣
川
駅｣

 

下
車
。
徒
歩
十

　

七
分
ま
た
は
相
鉄
バ
ス
「
運
転
試
験
場
」

　

下
車
徒
歩
三
分

　

（
車
の
場
合
）

　

 

「
保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス
」
本
村
イ
ン
タ
ー

　

か
ら
六
分
。
駐
車
場
三
五
台
分
有
り
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
一
一
号
）

平
成
十
六
年
三
月
三
一
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

編

集

後

記

 

「
館
の
活
動
情
報
が
行
き
渡
っ
て
い
る
の
か
」

の
声
が
あ
り
、
一
五
年
度
は
市
町
村
の
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
広
報
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
六
年
度
は
常
設
展
示
を
行

う
な
ど
館
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
館
の
一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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